
入間市行財政緊急改革プランのうち、職員の削減に関して

入間市では職員の削減を上記のグラフのとおり実施してまいりました。
しかし、少子高齢社会の進展とともに、市の財政状況はさらに厳しさが増すことが予想されます。
そこで、平成１７年から平成２２年までの５年間で、さらに５１名の職員を削減する計画を策定いたしました。

この計画は、入間市行財政緊急改革プランで明記され、国の集中改革プランに則したものとなっております。
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150職員人数

職員1人当たり人口H10から48人減

H17から51人減


